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家

隆

假

前

書

の

検

討

一
「
和
歌
知
顯
集
」
「
和
歌
口
中
抄
」
を
め
ぐ
っ
て
一

三

輪

正

胤

は
　
　
じ
　
　
め
　
　
に

室
町
時
代
、
中
期
、
一
條
象
良
の
「
伊
勢
物
語
愚
見
抄
」
に
お
い
て
、

　
鎌
倉
時
代
後
期
に
お
け
る
御
子
隠
家
の
分
裂
は
、
俗
に
云
う
二
條
・
京
極
・
冷

泉
の
三
家
の
分
裂
対
抗
に
止
ま
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
御
子
左
家
内
に
お
い

て
は
、
庶
流
に
切
る
避
溢
、
爲
實
等
が
こ
れ
ら
三
家
に
凝
立
し
、
或
い
は
迎
合

し
、
そ
の
勢
力
の
伸
長
を
企
て
た
よ
う
で
あ
る
し
、
又
御
子
左
零
墨
に
お
い
て

は
、
六
條
藤
家
の
末
流
や
、
御
子
左
家
の
定
家
に
封
慮
す
る
と
云
わ
れ
た
家
隆
の

末
流
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
派
を
な
そ
う
と
し
て
暗
躍
し
た
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
で

は
、
こ
の
家
隆
末
流
の
動
き
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
、
家
隆
運
念
書
を
検

討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　
從
來
、
家
隆
遺
託
書
、
又
は
家
隆
の
名
を
記
し
な
が
ら
偶
書
と
目
さ
れ
た
も
の

は
、
績
群
書
類
從
本
系
「
和
歌
消
磁
集
」
、
　
「
和
歌
日
傳
抄
」
、
　
「
和
歌
灌
頂
次
第

秘
密
抄
」
等
が
あ
る
。
こ
の
中
、
本
稿
で
は
前
唄
書
を
採
り
上
げ
検
討
し
て
み

た
い
。
そ
し
て
、
績
稿
に
お
い
て
、
肩
凝
の
ま
と
め
を
し
て
み
た
い
。

一
「
和
歌
知
顯
抄
」
を
め
ぐ
っ
て

家
隆
假
託
書
の
検
討

　
伊
勢
物
語
の
末
書
に
知
顯
集
と
い
ふ
は
、
大
納
言
纒
信
卿
の
漂
遊
と
い
ひ
傳
へ
た
り
（

中
略
）
彼
知
顯
集
に
、
業
平
中
間
は
馬
頭
観
音
、
小
野
小
町
は
如
意
輪
観
音
の
化
身
と
い

へ
り
、
其
外
う
ろ
む
な
る
事
の
み
な
り
、
是
は
後
世
に
色
ご
の
み
の
入
の
此
道
の
か
と
う

ど
に
せ
ん
た
め
に
、
纒
信
卿
の
名
を
か
り
て
擬
作
せ
る
に
や
と
そ
畳
侍
る

と
評
さ
れ
た
伊
勢
物
語
の
註
繹
書
「
和
歌
知
顯
集
」
に
つ
い
て
は
、
近
來
漸
く
研

究
が
行
な
わ
れ
始
め
た
慮
と
言
っ
て
よ
い
か
と
思
う
。
そ
の
研
究
の
中
で
、
特
に

大
津
有
一
博
士
は
、
　
「
和
歌
知
王
臣
」
が
中
世
に
お
い
て
、
か
な
り
重
要
硯
さ
れ

た
ら
し
い
事
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
（
註
一
）
。
又
、
片
桐
洋
一
氏
は
、
　
「
伊
勢
物

語
」
の
「
古
註
」
全
般
に
、
そ
の
註
繹
態
度
の
一
に
、
事
忌
性
、
留
二
郎
と
い
う

も
の
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
（
註
二
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
御
研
究
の
成
果
の
中
で
も
「
和
歌
知
呼
集
し
の
成
立
事
情

と
な
る
と
、
回
り
見
當
が
つ
い
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
＼

に
、
そ
の
成
立
事
情
の
一
端
を
述
べ
る
か
と
思
わ
れ
る
記
事
が
出
現
し
た
。
そ
れ

は
、
鎌
倉
時
代
後
期
成
立
と
思
わ
れ
る
、
能
基
の
「
古
今
和
歌
集
序
聞
書
」
で
あ

＝
二



　
　
　
家
隆
假
託
書
の
検
討

る
（
註
三
）
。
　
以
下
こ
の
記
事
の
信
望
性
に
つ
い
て
、

う
。

暫
く
考
え
て
み
た
い
と
思

古
今
に
三
の
流
あ
り
。
　
一
に
は
定
家
、
二
に
は
家
隆
、
三
に
は
行
家
也
。

問
　
家
隆
は
俊
成
卿
の
弟
子
也
。
俊
成
は
定
家
の
三
三
。
何
ぞ
三
三
の
流
と
て
別
に
有
へ

き
哉
。

答
　
俊
成
型
し
て
後
に
定
家
・
家
隆
左
右
の
翅
た
り
。
雌
然
、
家
道
は
家
に
定
家
の
末
を

う
け
た
る
に
よ
っ
て
　
義
を
成
事
あ
た
は
す
。
こ
＼
に
師
の
源
大
納
言
纒
信
卿
、
住
吉
に

参
籠
し
て
大
明
神
に
和
歌
の
不
審
を
祈
請
す
。
三
七
日
に
満
す
る
夜
、
住
の
江
の
月
隈
な

か
り
け
る
夜
、
老
翁
出
現
し
て
纒
信
に
向
て
、
何
事
を
祈
請
し
給
ふ
そ
と
問
給
ふ
。
答

日
、
吾
は
是
、
鳥
羽
帝
よ
り
、
歌
に
七
の
大
事
あ
り
、
是
を
尋
ね
さ
せ
給
ふ
、
是
を
諸
家

の
人
に
非
可
尋
、
価
大
明
聯
に
此
事
を
祈
請
す
と
申
。
一
三
、
何
ほ
と
の
大
事
そ
承
は
ら

ん
と
云
。
経
零
下
の
一
々
不
審
を
申
。
翁
聞
き
て
云
、
安
き
程
の
事
也
。
大
明
聯
の
御
託

宣
を
待
に
不
及
と
て
、
七
夜
か
程
不
審
を
開
き
聞
か
す
。
是
を
経
訳
詩
注
し
て
十
二
帖
の

書
に
干
て
、
六
巻
を
は
言
説
問
答
神
頭
風
疹
と
云
ひ
、
今
六
巻
を
は
知
顯
集
と
云
。
今
是

翁
は
明
神
の
化
現
也
。
家
隆
、
定
家
に
義
を
違
へ
ん
か
爲
に
、
彼
風
立
を
尋
て
、
就
是

義
、
定
家
の
義
に
義
を
替
へ
、
文
字
を
譲
を
替
て
、
二
の
流
と
す
。
然
と
も
、
配
信
よ
り

血
脈
相
承
無
き
に
よ
り
て
、
三
流
に
は
、
三
三
を
我
家
の
末
の
物
と
號
す
る
故
な
り
。

　
　
（
東
大
圖
書
館
本
に
よ
り
、
句
讃
嵩
を
私
意
に
よ
り
付
す
）

　
さ
て
、
こ
の
記
事
に
お
い
て
注
意
さ
れ
る
の
は
、
次
の
二
鮎
で
あ
る
。

　
①
家
隆
は
定
家
よ
り
位
置
が
低
く
、
一
流
を
成
す
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と

　
②
住
吉
翁
の
傳
授
に
よ
る
六
巻
の
書
が
作
ら
れ
た
こ
と

こ
の
二
四
に
つ
い
て
以
下
少
し
く
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
ょ
う
。

　
ま
ず
①
の
瀦
に
つ
い
て
、
　
「
古
合
和
歌
集
序
聞
書
」
に
近
い
頃
成
立
の
、
眞
観

の
「
秋
風
抄
序
」
は
、
　
〃
近
く
は
す
な
わ
ち
定
家
、
家
出
等
の
卿
は
、
昔
の
赤
人

人
丸
の
互
ひ
に
か
み
し
も
に
立
む
こ
と
か
た
く
な
む
有
り
げ
る
が
や
う
に
ぞ
〃
と

記
し
て
、
二
人
を
ほ
喋
同
等
に
扱
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
写
し
、
立
家
の
子
源
承

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二

は
、
流
石
に
御
子
左
家
の
一
員
を
占
め
る
も
の
と
し
て
か
、
・
〃
定
家
家
隆
と
て
侍

り
け
れ
ど
、
い
ひ
く
ら
ぶ
べ
き
に
あ
ら
ず
、
定
家
ま
さ
れ
り
〃
と
い
う
話
を
、
そ

の
「
和
歌
口
傳
」
に
記
し
て
い
る
。

　
以
上
、
僅
か
二
例
で
は
あ
る
が
、
同
時
代
的
に
、
定
家
家
隆
の
評
債
の
相
違
が

あ
る
こ
と
を
知
り
え
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
爲
顯
流
の
如
き
、
家
隆
を
著
し
く
低

く
評
慣
す
る
方
法
は
際
立
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
は
、
爲
三
流
が
、

家
潮
流
を
特
に
低
く
評
増
す
る
こ
と
に
依
っ
て
家
二
流
の
存
在
意
味
を
な
く
し
、

次
い
で
自
己
の
流
派
の
秘
傳
を
輿
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
諸
流
を
爲
三
流
の
一

派
と
し
て
組
み
込
む
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
と
云
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ

が
ク
当
流
に
は
、
無
目
を
我
家
の
末
の
物
と
號
す
る
故
な
り
”
と
の
言
の
中
に
現

わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
推
定
を
か
な
り
裏
付
け
て
く
れ
る
の
が
、
同
じ

く
爲
顯
流
の
書
「
新
選
帝
読
集
」
・
で
あ
る
。
　
「
新
選
帝
読
集
」
は
、
そ
の
序
文
に

お
い
て
、
本
書
が
住
吉
明
韓
か
ら
の
傳
授
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
そ
れ
が
嫡
々
御

子
左
家
の
祖
俊
成
に
傳
わ
り
形
を
成
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
次
い
で
．
そ
の
奥

書
に
お
い
て
は
、
序
文
を
承
け
て
成
立
の
纒
過
を
述
べ
、
次
い
で
冷
泉
家
、
家
隆

の
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
奥
書
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

此
一
巻
、
保
元
二
年
丁
丑
、
三
月
下
半
、
無
卦
言
愚
老
、
古
建
設
青
紫
本
、
新
敷
書
置
侍
、

曾
以
非
愚
意
、
任
勅
所
、
無
丸
紅
也
。
後
見
之
人
、
努
々
無
傳
授
。
難
有
分
別
者
、
畢
一

偶
似
卒
三
偶
欺
。
不
可
有
正
髄
。
以
再
勅
、
書
置
可
給
事
所
、
假
名
之
渚
濁
・
形
燈
之
六

儀
・
九
章
之
純
然
・
八
相
通
落
着
掛
酌
條
種
、
冷
泉
家
無
之
。
家
隆
、
定
家
昌
此
道
懇
望

云
ハ
、
冷
泉
家
同
等
侍
者
、
右
回
三
々
傭
玉
也
。
其
時
の
寄
に
、
和
歌
濃
浦
回
奥
津
堅
相

浮
出
哀
我
身
世
流
邊
志
良
世
一
、
有
ケ
レ
ハ
、
形
ノ
三
儀
・
八
相
通
三
三
。
家
之
歌
其
記

有
之
。
後
代
之
子
孫
、
可
存
此
尋
者
也
。
醇
酒
六
ケ
條
、
此
書
相
傳
曲
事
、
不
可
有
諸

家
、
秘
学
帽
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爲
顯

　
（
大
東
急
記
念
文
庫
本
に
よ
り
、
句
讃
黙
を
私
意
に
よ
り
付
す
）



　
こ
の
記
事
に
は
、
俊
成
の
立
場
に
置
い
て
書
か
れ
乍
ら
、
冷
泉
家
の
存
在
、
六

ケ
條
の
秘
伝
の
存
在
等
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
、
時
代
錯
誤
が
容
易
に
感
じ
ら
れ

乍
ら
も
、
そ
れ
が
却
っ
て
爲
顯
流
の
位
置
を
尊
卑
に
浮
び
出
さ
せ
る
と
い
う
面
白

さ
が
含
ま
れ
て
い
る
。
即
ち
、
御
子
左
家
の
三
派
分
裂
の
中
で
、
そ
の
三
派
に
成

り
得
な
か
っ
た
爲
順
流
は
、
　
”
假
名
瀬
清
濁
〃
以
下
四
ケ
の
秘
伝
に
お
い
て
は
、

三
派
の
一
で
あ
る
冷
泉
家
に
勝
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
い
で
家
隆
流

に
は
そ
の
秘
傳
の
中
ニ
ツ
を
傳
現
す
る
と
い
う
方
策
を
採
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

特
に
〃
形
ノ
六
儀
”
は
、
爲
顯
流
の
最
極
秘
の
も
の
の
一
で
あ
る
と
知
ら
れ
、
家

隆
流
と
の
結
び
つ
き
は
緊
密
な
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
爲
顯
流
の

書
「
玉
選
集
和
歌
理
説
」
で
は
”
六
義
に
性
体
形
の
三
有
（
略
）
三
種
の
義
に

は
、
性
の
六
義
は
秘
事
に
あ
ら
ず
〃
と
記
し
、
同
じ
く
「
竹
園
抄
」
で
は
”
六
義

に
付
て
三
種
差
別
あ
り
、
性
艦
形
な
り
、
騰
形
の
二
種
大
里
な
る
故
に
不
記
之
〃

と
言
い
、
　
「
新
選
帝
読
集
」
で
も
”
十
八
六
儀
ト
云
事
有
、
性
二
六
、
髄
二
六
、

形
二
六
也
、
罷
形
ノ
ニ
ノ
六
義
ハ
実
子
モ
一
人
ノ
外
コ
レ
ヲ
ツ
タ
ヘ
ス
〃
と
述
べ

て
い
る
の
で
あ
る
、
（
註
四
）
。

　
さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
爾
派
の
差
を
考
慮
し
た
上
で
、
先
に
問
題
と
し
た
②
の

鮎
を
考
え
て
み
よ
う
。

　
②
の
問
題
を
「
古
今
和
歌
集
序
聞
書
」
の
記
事
を
整
理
し
て
細
か
く
採
り
あ
げ

て
み
る
と
次
の
諸
王
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
a
　
経
信
金
作
で
あ
る
こ
と

bCdef9h

住
吉
翁
が
登
場
す
る
こ
と

歌
の
七
の
大
事
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

六
巻
の
書
で
あ
る
こ
と

一
は
葉
風
問
答
三
頭
風
傳
の
名
を
も
つ
こ
と

一
は
知
念
集
の
名
を
も
つ
こ
と

家
隆
が
義
を
養
え
、
文
字
の
譲
を
攣
え
て
一
書
を
成
し
た
こ
と

経
信
以
来
の
血
脈
相
承
が
あ
る
こ
と

家
隆
假
託
書
の
検
討

こ
＼
で
先
ず
、
現
在
最
も
研
究
の
進
ん
で
い
る
「
和
歌
知
顯
集
」
を
採
り
上
げ
f

と
の
関
連
を
考
え
て
み
ょ
う
。

　
大
津
有
一
博
士
は
、
前
記
註
一
の
書
「
伊
勢
物
語
古
註
繹
の
研
究
」
に
お
い
て

「
和
歌
知
己
集
」
の
諸
本
を
整
理
さ
れ
、
大
略
次
の
よ
う
な
結
論
を
出
さ
れ
た
。

　
そ
の
型
態
、
内
容
か
ら
し
て
三
條
西
家
本
系
、
績
群
書
類
從
本
系
、
保
阪
本
系

の
三
系
統
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
、
書
陵
部
藏
一
本
奥
書
に
よ
り
、
文
永
年
間
の
存

在
が
知
ら
れ
、
正
鵠
五
年
に
相
傳
秘
本
が
あ
っ
た
こ
と
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
窺
し

が
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
保
阪
本
（
保
阪
本
系
）
、
書
陵
部
藏
傳
爲
氏
筆
本

（
三
條
西
家
本
系
）
、
書
陵
部
藏
断
簡
（
動
乱
）
が
あ
る
こ
と
。

　
以
上
の
事
実
の
中
、
保
阪
本
系
は
、
零
本
の
爲
a
か
ら
h
の
事
項
に
該
當
す
る

も
の
が
遊
興
ら
な
い
の
で
、
本
稿
で
の
考
察
の
封
象
に
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
篤

本
と
し
て
他
の
上
鮎
と
共
に
、
　
「
和
歌
知
星
置
」
の
鎌
倉
時
代
後
期
存
在
を
裏
付

け
る
も
の
と
し
て
、
債
値
が
高
い
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

　
さ
て
、
大
津
有
一
博
士
の
紹
介
さ
れ
た
諸
臨
本
は
、
三
條
西
家
本
系
と
し
て
、

三
條
西
家
藏
本
（
未
見
）
、
書
陵
部
藏
正
慮
五
年
奥
書
本
、
書
陵
部
藏
蔭
阿
波
國

文
庫
本
、
書
陵
部
藏
傳
爲
氏
筆
本
、
天
理
圖
書
館
藏
本
、
彰
考
館
文
庫
賊
本
、
東

山
御
文
庫
藏
本
（
未
見
・
註
六
）
、
績
類
從
本
系
と
し
て
、
績
群
書
類
從
所
牧
本
、

内
閣
文
庫
藏
本
、
光
慶
圖
書
館
藏
本
（
焼
失
）
、
九
州
大
置
付
屡
墨
書
館
本
（
未

見
）
、
松
卒
文
庫
証
本
等
で
あ
る
が
、
さ
て
、
　
こ
れ
ら
は
何
れ
も
ク
知
顯
集
”
の

名
を
持
つ
と
こ
ろ
が
ら
ま
ず
f
に
該
當
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
次
に
d
の
項
目
に
移
ろ
う
。
ま
ず
績
類
夏
野
系
は
上
・
中
・
下
の
三
巻

仕
立
で
あ
る
か
ら
該
當
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
一
方
三
條
西
家
本
系
は
表
日
に
見

る
如
く
、
い
ろ
く
問
題
は
残
る
が
、
大
要
は
六
巻
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
そ
う

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
区
立
か
ら
見
る
限
り
、
三
親
西
家
本
系
は
、
三
條
西
家

本
系
（
天
理
圖
書
館
本
を
含
む
）
と
菖
阿
波
國
文
庫
本
系
（
傳
爲
氏
筆
本
を
含
む
）

と
に
分
類
さ
れ
る
。
そ
し
て
正
鷹
五
年
奥
書
本
は
こ
の
落
阿
波
國
文
庫
本
系
を
基

に
し
て
績
類
從
本
系
を
合
鴫
し
た
も
の
と
云
い
え
よ
う
。

一
二
三



　
　
家
隆
假
託
書
の
検
討

　
巻
立
に
お
い
て
何
故
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
現
象
が
出
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

原
本
生
成
時
に
お
け
る
入
り
組
ん
だ
事
情
が
こ
、
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
寄

れ
は
註
五
で
述
べ
た
叢
雲
從
本
系
を
基
に
し
た
も
の
に
三
寄
書
家
本
系
が
合
農
し

た
形
の
も
の
等
を
も
併
せ
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
問
題
で
あ
ろ
う
。

〈
表
　
「
〉

　
三
條
西
家
本
系
の
艦
立
に
つ
い
て

三
條
西
家
本

州
　
　
詞
　
　
言

　
（
第
　
一
雀
）

伊
勢
物
語
大
事

　
（
第
二
毬
）

名
詮
自
性
云
々

（
第
三
巻
）

1
　
毅
　
ヨ
　
リ

（
第
四
巻
）

9
　
段
　
ヨ
　
リ

（
第
五

　
　
　
　
巻
）

釦
　
段
．
ヨ
　
リ

43

i
迄
以
下
ナ
シ

天
理
艶
書
広
本

同

上

（
第
　
一
巻
）

同
　
　
　
上

（
第
　
二
巻
）

同
　
　
　
上

（
第
三
巻
）

1
　
段
　
ヨ
　
リ

　
（
第
四
巻
）

9
　
殺
　
ヨ
　
リ

　
（
第
五
巻
）

翰
　
段
　
ヨ
　
リ

必
段
迄
以
下
ナ
シ

茜
阿
波
國
文
庫
本

同

上

（
第
　
一
　
毬
）

同
　
　
　
上

（
第
二
　
巻
）

同
　
　
　
　
上

　
（
第
三
巻
）

4
　
段
　
ヨ
　
リ

　
（
第
四
巻
）

23

@
段
　
ヨ
　
リ

　
（
第
五
雀
）

87

@
段
　
ヨ
　
リ

伊
野
漸
難
事

傳
爲
氏
子
本

同

上

（
第
　
一
巻
）

同
　
　
　
　
上

（
第
二
巻
）

同
　
　
　
上

　
（
第
三
巻
）

4
　
段
　
ヨ
　
リ

　
（
第
四
巻
）

23

@
段
　
ヨ
　
リ

（
第
五
毬
）

同
　
　
　
至

正
慮
五
年
奥
書
本

ナ

シ

ナ

シ

4

段
迄
以

下
ナ

シ

同野

上占

　
（
第
　
　
　
中
）

23

@
段
　
ヨ
　
リ

　
（
第
　
　
　
下
）

87

@
段
　
ヨ
　
リ

同第

⊥一ヒ（）

（
各
巻
の
始
ま
る
内
容
を
記
し
た
。
ア
ラ
ビ
ヤ
替
字
は
伊
勢
物
語
の
定
家
本
該
當
段
数
を
示
す
）

囎

、

　
次
に
は
、
a
b
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。
ま
ず
纏
信
卿
作
と
い
う
こ
と
は
、
三

條
西
家
本
系
、
績
類
從
本
系
と
も
、
そ
の
巻
頭
に
”
大
納
言
纒
信
作
（
又
ハ
撰
）
〃

と
記
し
て
お
り
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
又
住
吉
翁
の
登
場
に
つ
い
て
も
、
爾

系
統
と
も
全
く
同
文
で
、
九
月
十
三
夜
の
晩
、
住
吉
杜
頭
に
お
い
て
、
百
才
飴
の

翁
が
伊
勢
物
語
の
奥
儀
を
語
る
と
い
う
趣
向
を
と
っ
て
お
り
、
事
事
矛
盾
は
し
な

い
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
c
の
問
題
に
入
ろ
う
。
歌
の
七
の
大
事
と
い
う
事
に
つ
い
て
は
、
爾
系

統
と
も
全
く
言
及
し
て
お
ら
ず
、
住
吉
翁
も
何
も
述
べ
て
い
な
い
。
強
い
て
こ
れ



・

に
該
當
す
る
も
の
を
求
め
る
な
ら
ば
、
三
條
西
家
本
系
の
序
詞
言
で
あ
り
、
三
碧

從
本
系
の
巻
頭
に
相
當
す
る
箇
庭
の
歌
の
論
の
も
、
の
に
な
る
。
そ
こ
に
は
、
大
和

歌
の
歴
史
、
大
和
歌
命
名
の
謂
、
三
十
一
字
の
謂
、
五
句
の
謂
、
三
身
の
事
、
六

義
の
事
、
六
躰
の
事
、
四
病
の
事
の
八
項
目
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
私

が
八
項
目
と
認
め
た
繹
で
あ
る
が
、
假
に
七
項
目
に
な
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
歌

の
七
の
大
事
と
云
い
う
る
か
と
云
う
と
、
何
と
も
断
定
は
出
組
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
は
次
の
e
に
關
連
し
て
、
や
＼
ヒ
ン
ト
が
え
ら
れ
る
事
實
が
存
在
す

る
。
そ
れ
は
爲
顯
流
の
書
「
玉
傳
深
秘
」
の
中
に
“
七
歌
鳥
風
問
答
記
　
源
纏
彊

記
”
と
い
う
一
項
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
題
名
か
ら
し
て
も
、
又
経
信

記
と
い
う
こ
と
か
ら
し
て
も
「
古
今
和
歌
集
序
聞
書
」
の
記
事
を
か
な
り
信
頼
度

あ
る
も
の
に
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
さ
て
そ
の
内
容
は
と
い
う
と
、
七
首
の
歌
の
奥

儀
を
解
読
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
鄙
ち
、
住
吉
の
御
歌
に
云
と
し
て
三
首
、
人

丸
の
枕
草
紙
の
歌
に
云
と
し
て
一
首
、
伊
古
畳
の
御
歌
に
云
と
し
て
一
首
、
天
智

天
皇
大
后
宮
の
歌
に
云
と
し
て
一
首
、
以
上
七
首
を
解
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

七
首
の
秘
歌
の
存
在
を
考
え
る
と
“
七
の
歌
の
大
事
〃
を
読
い
た
も
の
が
存
在
し

た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
d
の
項
目
に
云
う

六
巻
の
書
に
は
と
う
て
い
成
り
え
な
い
こ
と
も
事
實
で
あ
る
、
現
に
“
七
歌
高
風

問
答
記
”
は
墨
付
一
丁
半
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
“
歌
の
七
の
大
事
”
と
い

う
こ
と
、
〃
六
巻
の
書
〃
と
の
関
係
を
考
え
て
、
最
も
穏
當
な
と
こ
ろ
は
、
　
〃
歌

の
七
の
大
事
”
を
読
い
た
あ
と
に
、
伊
勢
物
語
、
又
は
古
今
和
歌
集
を
註
繹
し

て
、
そ
れ
が
六
巻
の
仕
立
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
註
七
）
。

　
さ
て
、
六
巻
仕
立
が
問
題
に
な
る
と
、
e
の
項
目
に
關
製
し
て
、
　
「
鳥
風
問
答

紳
黒
風
傳
」
の
書
の
存
在
が
氣
に
な
る
。
し
か
し
、
現
存
の
書
と
し
て
は
、
現
在

迄
の
威
全
く
見
出
し
え
な
い
。
唯
、
　
“
鳥
風
”
と
云
う
の
は
、
三
條
西
家
本
系
の

又
、
　
“
問
答
”
と
云
う
の
は
績
類
從
本
系
の
問
答
形
式
で
あ
る
か
ら
し
て
伊
勢
物

語
の
註
繹
書
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
想
像
は
、
書
陵
部
藏
「

伊
勢
物
語
見
聞
書
上
巻
抄
」
　
（
註
八
）
の
記
事
に
よ
っ
て
裏
付
け
さ
れ
る
慮
が
あ

家
隆
假
託
書
の
検
討

る
。

今
此
家
ノ
本
一
中
將
自
筆
ノ
品
。
中
將
子
孫
見
國
三
位
相
承
シ
タ
リ
シ
ヲ
、
定
家
先
祖
俊

忠
中
納
言
二
四
三
二
此
ノ
家
ノ
本
ト
ナ
リ
、
朱
雀
院
ノ
四
時
、
大
武
長
能
右
衛
門
佐
道
濟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ
リ
ゴ
メ

ニ
勅
テ
注
、
髄
拶
目
録
ヲ
造
テ
塗
籠
二
丁
故
ニ
ヌ
リ
ゴ
メ
ノ
本
ト
云
。
其
後
二
後
鳥
羽
院

ノ
零
時
、
謹
書
ヲ
定
家
卿
預
置
。
又
源
大
納
言
経
信
卿
ノ
住
吉
二
籠
テ
七
日
祈
タ
リ
シ

ニ
、
明
碑
老
入
二
現
テ
問
答
シ
給
エ
ル
三
頭
聖
書
二
子
家
二
傳
タ
リ
。
サ
レ
バ
自
筆
本
塗

籠
ノ
本
也
。

右
の
文
章
は
、
文
脈
か
ら
は
神
頭
風
傳
と
塗
籠
本
と
は
同
一
物
に
な
る
が
、
内
容

上
か
ら
は
別
箇
の
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
住
吉
参
籠
に
よ
る

作
製
物
「
柿
頭
風
傳
」
の
記
述
は
、
　
「
古
今
和
歌
集
序
聞
書
」
に
云
う
も
の
と
全

く
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
時
に
ク
此
家
二
傳
タ
リ
”
と
あ
る
此
家
は
「

伊
勢
物
語
見
聞
書
上
里
雪
」
の
冒
頭
に
註
さ
れ
て
い
る
“
定
家
註
”
と
云
う
定
家

流
に
な
り
更
に
限
定
す
れ
ば
爲
浮
流
を
指
す
も
の
と
理
解
さ
れ
よ
う
。

　
さ
て
こ
う
し
て
み
る
と
「
鳥
風
問
答
棘
雪
風
傳
」
に
類
す
る
も
の
が
、
爲
顯
流

の
諸
書
の
周
智
に
二
つ
存
在
す
る
。

　
そ
の
一
つ
は
、
神
宮
文
庫
藏
「
古
今
秘
歌
集
阿
古
白
飴
」
で
あ
る
。
こ
の
書

は
、
爲
鷺
流
の
書
で
あ
る
「
阿
矛
先
浦
口
傳
」
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

後
に
「
杜
驚
風
傳
集
」
と
い
う
一
項
を
付
加
し
て
お
り
“
ほ
の
ぼ
の
と
”
の
歌
の

深
義
を
記
し
て
い
る
。

　
他
の
一
は
、
二
恩
館
文
庫
藏
「
古
今
秘
密
灌
頂
」
で
あ
る
。
こ
の
書
は
爲
顯
流

が
活
躍
し
た
時
代
に
生
れ
た
、
所
謂
ク
和
歌
の
灌
頂
書
”
の
一
で
あ
る
が
、
そ
の

中
に
歌
の
深
義
を
説
明
す
る
に
當
っ
て
〃
杜
邊
風
傳
集
云
”
と
引
用
を
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
以
上
、
三
の
資
料
に
す
ぎ
ず
、
極
め
て
不
明
確
な
黙
は
あ
る
も
の
＼
、
そ
の
e

の
項
目
の
信
理
性
を
あ
る
程
度
高
め
得
た
も
の
と
考
え
た
い
。

　
さ
て
次
に
h
の
問
題
を
考
え
て
み
よ
う
。
纒
信
春
思
の
血
脈
相
承
云
々
と
い
う

一
二
五



、

家
島
假
託
書
の
検
討

こ
と
に
つ
い
て
は
、
私
の
今
迄
の
乏
し
い
量
の
系
圖
、
系
統
類
の
調
査
で
は
、
爲

顯
流
が
最
も
該
當
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
云
い
う
る
。
印
ち
、
爲
顯
流
の
書

「
玉
傳
深
秘
」
に
あ
る
“
血
脈
年
度
奥
書
”
に
は
、
　
”
住
吉
大
明
紳
　
旧
卒
　
天

　
武
天
皇
　
聖
武
天
皇
　
天
照
大
神
　
醍
醐
天
皇
　
貫
之
　
時
文
　
順
　
長
家

　
纒
信
　
俊
頼
　
俊
成
　
定
家
　
爲
家
　
爲
顯
　
碑
垂
　
塁
塞
”
と
あ
っ
て
纒
信

愈
愈
の
血
脈
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
と
類
似
し
た
も
の
は
、
　
「
古
今
和
歌
集
師
資

相
承
血
脈
譜
」
　
（
静
嘉
堂
文
庫
藏
）
の
”
代
々
相
承
印
加
秀
認
”
に
あ
る
。

又
同
じ
く
爲
顯
流
の
書
「
和
歌
古
今
灌
頂
巻
」
の
〃
古
今
相
承
血
脈
譜
”
に
は

“
不
住
人
丸
－
纏
信
一
俊
頼
－
俊
成
－
定
家
－
爲
家
一
爲
顯
－
爲
清
”
と
あ
る
。

以
上
二
書
の
例
は
そ
れ
ぞ
れ
血
脈
が
書
か
れ
た
目
的
は
違
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る

の
に
、
纒
信
以
後
の
血
脈
相
承
が
全
く
同
じ
な
の
で
あ
る
。
こ
の
事
實
を
支
え
る

意
識
は
「
古
今
和
歌
集
序
聞
書
」
に
お
い
て
血
盟
以
來
の
血
脈
を
問
題
と
す
る
意

識
に
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
さ
て
こ
う
し
た
事
を
お
さ
え
な
が
ら
、
績
類
從
本
系
の
み
に
あ
る
〃
和
歌
ち
け

ん
し
う
さ
う
で
ん
の
人
く
の
事
”
を
み
る
と
、
興
味
を
ひ
か
れ
る
事
實
が
出
て

く
る
。

　
　
和
歌
ち
け
ん
し
う
さ
う
で
ん
の
人
く
の
事
　
大
な
ご
ん
み
な
も
と
の
つ
ね

　
の
ぶ
の
あ
っ
そ
ん
　
も
く
の
か
み
み
な
も
と
の
つ
ね
よ
り
の
あ
っ
そ
ん
　
し
ゅ

　
ん
ゑ
ほ
っ
し
　
じ
や
く
れ
ん
ほ
っ
し
　
じ
う
二
る
ふ
ち
は
ら
の
か
り
う
の
あ
っ

　
そ
ん
　
ゑ
ん
し
ょ
に
う
は
う
　
り
う
せ
ん
ぼ
つ
し
　
て
う
け
ん
ほ
っ
し

こ
の
系
統
に
み
え
る
家
隆
の
後
の
ク
賢
所
女
房
”
と
い
う
の
は
、
文
永
年
間
に
重

量
親
王
に
仕
え
て
い
た
「
宮
内
卿
家
隆
の
孫
」
と
い
う
女
房
に
で
も
謀
る
で
あ
ろ

う
か
（
註
九
）
。
又
”
隆
専
法
師
”
と
い
う
の
は
「
和
歌
文
學
大
壷
典
」
の
勅
撰

作
者
部
類
に
見
え
る
。
　
”
從
二
位
家
隆
子
、
或
は
三
井
寺
檜
隆
尊
と
同
一
力
”
と

記
さ
れ
た
人
物
で
あ
り
、
　
「
馬
木
和
歌
抄
」
　
「
現
存
和
歌
六
帖
」
　
「
秋
風
抄
］
等

に
散
見
す
る
〃
隆
尊
”
と
同
一
で
あ
ろ
う
か
。
若
し
以
上
の
推
定
が
當
っ
て
い
る

と
す
れ
ば
、
こ
の
相
傳
系
統
は
正
に
家
隆
一
流
の
も
の
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う

一
二
六

か
。

　
こ
㌧
ま
で
く
る
と
、
早
起
以
來
の
血
脈
は
爲
魚
道
に
顯
著
な
も
の
で
あ
り
、
　
「

古
今
和
歌
集
序
聞
書
」
の
記
事
の
信
葱
性
が
か
な
り
高
い
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
て

み
る
と
、
正
に
、
績
類
從
本
系
「
和
歌
知
文
集
」
は
、
家
三
流
に
よ
っ
て
作
り
か

え
ら
れ
た
書
物
と
云
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
で
は
若
し
こ
＼
で
、
三
軍
西
家
本
系
が
爲
顯
流
の
も
の
で
あ
り
、
綺
類
從

本
系
が
家
加
印
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
先
の
9
の
項
目
に
歯
並
し
て
家
隆

は
ど
の
程
度
〃
義
を
変
え
、
文
字
の
諮
を
変
え
た
”
と
云
い
う
る
か
を
考
え
て
み

よ
う
。

　
三
條
西
家
本
系
と
し
て
は
「
古
今
和
歌
集
序
聞
書
」
に
云
う
爲
順
流
の
も
の
に

最
も
近
い
も
の
と
し
て
醤
阿
波
國
文
庫
本
を
採
り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
、
菖
阿
波
國
文
庫
本
は
、
そ
の
内
容
が
大
き
く
三
部
に
分
れ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
第
一
部
は
序
詞
言
に
當
る
部
分
、
第
二
部
は
「
伊
勢
物
語
」
の
本
文
の
註

繹
部
分
、
第
三
部
は
巻
六
に
当
る
〃
伊
勢
物
語
牛
女
共
事
、
物
語
入
給
人
々
之

事
”
で
あ
る
。

　
ま
ず
第
一
部
に
は
、
大
和
歌
の
歴
史
以
下
八
項
目
に
回
る
歌
学
的
な
こ
と
、
次

に
住
吉
参
詣
に
よ
る
傳
授
の
謂
、
傳
授
は
三
人
迄
に
限
る
と
の
誓
文
が
あ
る
が
、

爾
系
統
と
も
、
殆
ど
一
致
す
る
内
容
を
記
し
て
い
る
。
績
い
て
は
、
綾
類
從
本
系

の
み
に
、
傳
授
に
過
す
る
誓
文
、
知
顯
集
相
傳
人
々
之
事
、
立
申
起
請
文
の
三
項

が
あ
る
。
次
に
爾
系
統
と
も
、
住
吉
参
詣
に
て
翁
と
語
る
部
分
を
も
つ
が
、
そ
の

後
半
に
お
い
て
「
伊
勢
物
語
」
の
増
補
十
六
段
の
話
の
あ
と
、
鶴
阿
波
國
文
庫
本

は
、
　
“
物
語
の
所
詮
”
を
述
べ
て
い
る
ゆ
こ
れ
に
樹
し
績
石
盤
本
系
は
、
増
補
十

六
段
の
話
を
更
に
深
化
さ
せ
て
い
る
。
次
に
、
爾
系
統
と
も
「
伊
勢
物
語
」
の
謂

を
述
べ
て
い
る
が
、
菖
阿
波
國
文
庫
本
は
、
そ
の
命
名
に
典
檬
あ
る
こ
と
の
一
項

目
を
附
加
し
て
い
る
。
以
上
が
第
一
部
の
比
較
で
あ
る
が
、
こ
、
で
で
き
た
差
、

邸
ち
叢
薄
從
本
系
が
ク
物
語
の
所
詮
”
を
省
略
し
た
事
に
よ
り
、
績
類
從
本
系
は

必
然
的
に
、
奮
阿
波
國
文
庫
本
に
あ
る
第
三
部
を
も
た
な
い
結
果
に
な
っ
て
い



る
。
　
“
物
語
の
所
詮
”
は
、
　
「
伊
勢
物
語
」
は
男
女
和
合
の
書
で
あ
る
と
し
、
そ

の
観
識
か
ら
業
卒
の
關
係
し
た
女
性
に
言
及
す
る
の
で
あ
る
が
、
第
三
部
は
そ
の

人
々
を
具
膿
的
に
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
第
二
部
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
大
ま
か
に
言
っ
て
「
伊
勢
物
語
」

を
史
實
に
基
い
た
統
一
膿
と
し
て
理
解
す
る
態
度
を
基
本
と
し
て
貫
ぬ
い
て
お

り
、
爾
系
統
と
も
差
は
な
い
。
し
か
し
、
　
「
伊
勢
物
語
」
の
本
文
の
引
用
量
を
変

え
た
り
、
相
互
に
違
っ
た
語
句
を
と
り
あ
げ
て
註
繹
を
加
え
た
り
、
一
段
全
膿
を

相
互
に
と
り
あ
げ
て
い
な
か
っ
た
り
し
て
表
面
的
に
は
、
か
な
り
の
差
が
目
に
つ

く
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
以
上
三
部
の
構
成
の
差
か
ら
し
て
み
る
と
、
や
は
り
、
菖
阿
波
國
文
庫

本
を
基
に
し
て
綾
類
從
本
系
が
出
た
と
い
う
こ
と
は
言
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
、
　
「
和
歌
知
顯
集
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
爲
三
流
と
家
隆
昌
が
存
在
し
、
家

一
流
が
爲
顯
流
の
も
の
を
基
に
一
書
を
作
り
あ
げ
た
事
を
、
現
存
の
諸
書
を
整
理

し
な
が
ら
述
べ
た
。
猶
、
多
く
の
問
題
は
残
し
て
い
る
が
、
一
鷹
こ
の
考
察
を
終

る
こ
と
に
し
た
い
。

二
　
「
和
歌
口
傳
抄
」
を
め
ぐ
っ
て

元
緑
十
五
年
刊
の
古
語
深
秘
抄
に
牧
あ
ら
れ
た
外
に
は
、
窺
本
と
し
て
傳
っ
て
み
る
の
み

か
と
思
ふ
。

奥
に
、

　
此
三
者
家
隆
三
三
二
三
三
所
也
。
錐
レ
二
二
片
時
一
他
人
注
手
不
レ
可
レ
渡
。
是
先
師
作
也
。

　
建
久
三
年
七
月
日
大
中
臣
忠
光
判

と
あ
る
。
家
隆
を
先
師
と
嘱
し
て
み
る
が
、
家
隆
は
嘉
禎
三
年
四
月
に
応
じ
た
の
で
あ

り
、
建
久
三
年
は
四
十
五
年
前
で
あ
り
、
家
隆
三
十
五
歳
の
時
で
あ
る
。
尊
卑
分
脈
に

も
、
正
績
群
書
類
從
の
中
臣
氏
系
圖
に
も
忠
光
の
名
は
見
え
な
い
。
建
久
三
年
が
元
號
の

誤
か
も
知
れ
な
い
が
、
明
に
し
難
い
。
内
容
か
ら
見
て
も
、
鎌
倉
時
代
末
期
以
後
の
も
の

家
隆
假
託
書
の
検
討

で
あ
ら
う
と
思
は
れ
、
“
や
は
り
裏
曲
の
艶
書
で
あ
ら
う
。

　
「
和
歌
ロ
三
三
」
に
つ
い
て
は
、
右
の
「
日
本
一
家
大
系
　
第
三
春
」
の
解
題

に
お
け
る
卜
祀
碑
昇
氏
以
上
に
出
る
説
明
は
今
の
慮
出
通
な
い
。
現
在
迄
に
調
査

し
終
え
た
八
本
（
彰
旧
館
藏
本
、
書
陵
部
藏
本
他
）
程
度
に
つ
い
て
も
何
等
の
新

し
い
事
實
は
付
加
で
き
な
い
。

　
し
か
る
に
こ
＼
に
、
三
手
文
庫
沼
本
「
和
歌
灌
頂
傳
」
、
碗
宮
文
庫
国
本
「
和

歌
名
目
灌
頂
」
　
（
以
上
二
本
内
容
は
同
じ
）
と
の
三
嘆
を
調
べ
て
み
る
と
、
興
味

あ
る
事
實
が
指
摘
さ
れ
る
。
唖
者
の
三
一
を
表
と
し
て
示
そ
う
（
表
二
参
照
）
。

　
こ
の
表
か
ら
云
い
う
る
事
は
、
爾
者
は
全
く
そ
の
序
文
を
異
に
し
て
い
な
が

ら
、
そ
の
本
文
内
容
は
殆
ど
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
の

本
文
内
容
の
一
致
程
度
は
「
和
歌
口
傳
抄
」
が
「
和
歌
灌
頂
傳
」
　
（
以
下
の
記
述

に
お
い
て
は
、
こ
の
書
を
以
っ
て
代
表
さ
せ
る
）
の
讃
歌
と
し
て
あ
げ
た
も
の
二

首
の
中
一
首
を
省
略
し
、
読
明
文
譜
を
や
＼
替
え
て
い
る
（
表
中
に
略
同
上
と
記

し
た
六
ケ
所
）
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
状
態
な
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
三
手
文
庫
藏
「
和
歌
灌
頂
傳
」
に
の
み
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
奥
書
に
“
中
納
言
爲
家
卿
－
侍
從
爲
顯
卿
一
明
畳
四
阿
覧
i
三
道
”
と

あ
る
の
は
何
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
“
阿
覧
”
と
あ
る
右
側
の
注
記
は
、

爲
顯
の
法
名
が
ク
明
覧
”
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
注
記
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
と
す

る
と
、
　
“
回
覧
”
　
“
實
道
”
と
い
う
の
は
二
入
の
人
物
に
な
り
、
今
迄
の
庭
ど
の

よ
う
な
人
物
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
え
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
明
な
臨
は

あ
る
も
の
＼
、
こ
の
系
圖
は
、
　
「
和
歌
灌
頂
傳
」
は
、
少
く
と
も
、
爲
顯
流
の
傳

書
で
あ
る
事
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
さ
て
、
以
上
二
鮎
、
表
口
か
ら
考
察
し
た
結
果
、
及
び
相
傳
系
圖
よ
り
推
量
す

る
庭
の
事
實
を
並
べ
て
み
る
と
、
前
章
「
和
歌
知
顯
集
」
を
め
ぐ
っ
て
考
察
し
て

え
た
一
つ
の
結
論
、
爲
三
流
は
家
隆
流
に
多
大
の
影
響
を
與
え
た
と
い
う
事
に
符

合
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
即
ち
「
和
歌
口
傳
抄
」
は
「
和
歌
灌
頂
傳
」
を
基

に
し
て
、
家
隆
流
の
何
人
か
ゴ
作
り
替
え
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
二
七



家
隆
假
託
書
の
検
討

一
二
八

〈
表
　
二
〉

「
和
歌
灌
頂
傳
」
（
三
手
文
庫
本
）
・

「
和
歌
名
目
灌
頂
」
（
聯
宮
文
庫
本
）

○
序

歌
の
起
源
～
萬
物
の
聲
皆
歌
・
八
雲
ノ
詠
・
難
波
津
の
歌
以
後
撰
集
相

次
ぐ
。

薄
書
の
当
事
に
は
灌
頂
の
作
法
を
す
べ
し

○
歌
仙

和
歌
の
五
佛
…
…
人
丸
・
赤
人
・
猿
丸
太
夫
・
業
李
・
小
町

和
歌
の
証
誠
三
…
住
吉
・
聖
徳
太
子

○
和
歌
の
三
事

　
　
一
、
詞
の
面
…
…
歌
の
詞
つ
か
ひ
を
知
る
べ
し

　
　
二
、
句
の
本
意
　
　
心
ざ
す
所
の
題
を
よ
め

　
　
三
、
心
の
所
詮
　
。
詞
の
縁
あ
り
て
下
に
心
を
よ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
漢
土
、
和
國
す
べ
て
歌
は
佛
法
に
叶
う

〇
五
句
の
名

　
　
。
五
七
の
句
は
天
地
陰
陽
の
理
に
通
ず

　
　
。
冠
衣
帯
裳
沓
・
頭
胸
腰
尾
足

　
　
。
歌
の
髄
に
用
髄
有
、
縁
の
詞
は
用
、

　
　
。
標
流
友
曲
謹
　
謹
歌

。
序
題
友
曲
諮

。
惜
序
題
曲
誰

晶
霧
黙

。
惜
流
曲
讃
題

　
　
　
　
題
は
髄
也

竺
春
立
つ
と
い
ふ
ば
か
り
に
や

竺
櫻
ち
る
木
の
下
風
は

竺
明
日
か
ら
は
若
菜
つ
ま
ん
と

然
こ
や
の
池
に
お
ふ
る
菖
蒲
の

へ
思
ひ
出
る
と
き
は
の
山
の

へ
年
毎
に
あ
ふ
と
は
す
れ
ど

態
礪
羅
藷
流

鼓
伝
め
曙
矯
喋
な
難
瑠
藻
蝶
蟻
地
を
さ
奮
さ
れ

・
如
願
法
師
傳
云

　
　
　
序
薩
腰
偏
流
　
　
へ
殿
も
り
の
と
も
の
宮
つ
こ

。
又
或
傳
云
　
遍
廣
通
明
鐙

是
は
他
家
の
義
也

　
　
　
竺
と
き
わ
な
る
松
の
名
迄
に

　
　
　
竺
夏
山
の
峯
の

　
　
　
へ
白
雲
に
は
ね
打
か
は
し

　
　
　
へ
心
あ
て
に
を
ら
は
や
を
ら
ん

　
　
　
竺
き
か
は
や
な
そ
の
か
み
山
の

〇
五
　
事

　
　
題
ハ
專
ラ
ナ
レ
如
根
、
韻
ハ
巧
ニ
ナ
レ
如
董
、

　
　
ハ
優
二
如
花
葉
、
所
詮
ハ
深
ク
如
果

風
情
ハ
高
ク
如
枝
、
詞
句

「
和
歌
口
傳
抄
」

○
序

夫
和
歌
の
名
目
は
家
々
に
つ
か
ひ
か
へ
、
人
々
の
教
ふ
る
所
ま
ち
く

な
り
と
い
へ
ど
も
、
合
し
て
是
等
の
口
置
に
は
過
ぐ
べ
か
ら
ず
（
略
）

○
歌
仙

和
歌
の
五
仙
…
…
同
上

和
歌
の
証
誠
…
…
住
吉
大
明
騨

。
丁

○
心
の
所
詮
…
…
略
同
上

〇
五
句
の
名

　｝　
　
井
沙

略
同
上

。　　　　o　　o　　o　　o　　o　　　　o　　　　o　　o　　　　o　　　　o　　　　o

ナ’『）ナナ登ナナ
シ

同

上

シシ蓬シシ
　　云　（
　　　　歌
　　遍　）
　　序
　　題
　　曲
　　流

　　　同語
へ　　上上

ナナナ　ナ
シシシ　　シ

　　　　　　　　　

歌歌歌）　　　）　　　）

ナ

シ

　歌
）

同　同同
上　上上

、

。
｝
・
・



　　　9

0。。 ﾈ
正親疎
句句句

詞
の
縁
に
ひ
か
れ
て
題
を
出
す

必
ず
し
も
縁
の
物
を
求
め
ね
ど
親
し
く
叶
う

す
く
く
と
さ
わ
る
所
な
く
題
を
あ
ら
わ
す

　
　
　
　
　
　
（
私
注
　
何
れ
も
謹
歌
を
略
す
）

○
秀
句
の
歌

然
秋
の
野
に
花
み
る
ほ
と
の

竺
み
ち
よ
へ
て
な
り
け
る
も
の
を

○
讐
喩
の
歌

竺
う
す
墨
に
か
く
玉
章
と

○
封
揚
歌

　
　
・
上
の
句
に
下
句
を
封
ず
竺
春
は
も
へ
秋
は
こ
が
る
＼

　
　
。
一
を
す
て
一
を
賞
す
　
竺
秋
は
な
を
木
葉
か
く
れ
も

　
　
。
ニ
ッ
対
し
な
ら
へ
る
　
竺
春
雨
の
あ
や
を
り
か
け
し

　
　
連
歌
は
此
封
揚
の
歌
よ
り
い
つ
る

○
そ
へ
歌
　
疎
句
親
旬
の
如
し
竺
ぬ
し
や
た
れ
と
へ
と
答
へ
ぬ

　一一」．

○
詩
の
五
品
を
歌
に
封
ず
事

　
一
、
高
砂
　
た
か
く
い
さ
ぎ
よ
き
檬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
然
か
さ
～
ぎ
の
渡
す
や
い
っ
こ

　
二
、
膏
逸

三
、
峻
潔

四
、
沖
淡

五
、
藻
麗

あ
い
ら
し
く
い
た
い
け
し
た
る
様

　
　
　
　
　
　
然
あ
け
は
又
秋
の
牛
は

う
ち
き
く
は
心
得
に
く
＼
ふ
か
し

　
　
　
　
　
　
竺
さ
や
か
な
る
月
よ
り

す
こ
し
あ
は
れ
な
る
様

　
　
　
　
　
　
然
お
さ
ふ
べ
き
袖
は
昔
に

さ
わ
や
か
に
す
く
く
と
し
た
る
檬

　
　
　
　
　
　
竺
昨
日
迄
よ
そ
に
思
ひ
し

1
一

○
詩
の
四
晶

　
一
、
芙
蓉
出
水

　
二
、
寒
松
病
枝

　
三
、
転
石
千
偲

　
四
、
賢
卑
同
笑

高
砂
と
膏
逸
を
具
す

沖
淡
と
峻
潔
を
具
す

藻
麗
膿

膏
逸
を
お
か
し
く
と
り
な
す

　　　Ω

　　　　　曲

略
同
上

○
秀
句
の
歌

　
　
ナ
シ
（
歌
）

同
上

○
磐
喩
の
歌
　
　
　
　
　
　
同
上

○
封
揚
歌

　
　
鎚
　
略
同
上

　
　
。
ナ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
上

○
ナ
シ

　　　　　　　　○

　　　　　　　　の
　　　　　　　　五
　　　　　　　　品

略
同
上

○
詩
の
四
品

　；
　
四

同
上

略
同
上

巳
上

註
　
一

二三

「
伊
勢
物
語
古
註
繹
の
研
究
」
　
（
昭
和
二
十
九
年
三
月
　
宇
都
宮
書
店
刊
）

「
伊
勢
物
語
古
註
考
」
　
（
悪
罵
悪
文
　
第
三
十
三
巻
　
第
四
號
）

拙
稿
　
「
鎌
倉
時
代
後
期
成
立
の
古
今
和
歌
集
序
註
に
つ
い
て
　
（
上
）
」

家
手
工
託
書
の
検
討

第
一
章

（
文
車

四

第
十
三
號
）

以
上
に
引
用
し
た
も
の
、
及
び
以
下
に
引
用
す
る
爲
顯
流
の
諸
書
の
大
要
に
つ
い
て

は
、
　
「
名
古
屋
大
學
國
語
國
文
學
」
第
十
二
號
、
第
十
三
號
、
第
十
四
號
、
第
十
五

號
の
拙
稿
を
御
参
照
願
い
た
い
。

一
二
九



五⊥ノ、七九八
家
人
里
子
書
の
検
討
・

こ
の
漸
簡
は
、
，
大
津
有
一
博
士
の
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
（
金
澤
大
學
國
語
國
文

第
三
號
）
、
本
文
は
績
類
從
本
系
で
あ
る
が
、
型
態
は
鳥
風
形
式
で
あ
り
三
條
西
家

本
系
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。

未
見
で
は
あ
る
が
、
大
津
有
一
博
士
は
、
書
陵
部
藏
正
鷹
五
年
置
書
本
と
全
く
同
一

と
報
告
さ
れ
て
い
る
（
金
澤
大
降
國
語
止
血
　
第
三
號
）
。

「
古
今
稲
歌
集
」
の
傳
授
書
と
し
て
六
雀
仕
立
の
も
の
と
し
て
す
ぐ
想
い
う
か
べ
ら

れ
る
の
は
、
正
和
三
年
の
聞
書
を
傳
え
る
駐
車
の
所
謂
〆
六
巻
抄
〃
で
あ
る
。
こ
の

書
は
、
そ
の
は
し
が
き
に
お
い
て
、
要
言
が
し
ば
し
ば
古
今
集
を
講
じ
た
事
を
傳
え

て
い
る
。
　
〃
六
野
抄
〃
の
六
毬
仕
立
は
軍
な
る
偶
然
の
結
果
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る

が
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

前
記
大
津
有
一
博
士
著
の
一
〇
四
頁
に
そ
の
大
要
が
記
さ
れ
て
い
る
。

誓
約
敬
二
「
『
源
氏
秘
義
抄
』
附
載
の
假
名
陣
状
」
（
國
語
と
國
文
學
第
四
十
】
毬

第
五
號
）

寺
本
直
彦
「
源
氏
給
刃
状
考
」
　
（
下
）
　
（
國
語
と
國
文
學
　
第
四
十
一
巻
　
第
十
一

號
）

翻

刻
「
和
歌
灌
頂
傳
」
　
（
三
手
文
庫
藏
）

；
一
〇

を
説
明
項
目
の
箇
慮
へ
移
し
た
。
騨
宮
文
庫
は
こ
の
掲
出
し
た
形
で
あ
る
。

〇
三
手
文
庫
藏
「
和
歌
灌
頂
傳
」
は
「
和
歌
手
習
傳
」
　
「
和
歌
九
品
」
と
合
綴
さ
れ
て
い

　
る
。
褐
色
表
紙
の
稽
左
よ
り
に
、
直
接
〃
和
歌
手
習
　
和
歌
九
品
　
　
和
歌
灌
頂
傳
〃

　
と
三
行
に
記
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
窺
。
縦
二
十
7
三
糎
、
横
十
五
糎
の
列
帖
装

　
、
全
部
で
二
十
六
丁
、
最
後
の
｛
丁
は
遊
紙
と
な
っ
て
い
る
。
料
紙
は
二
歩
で
、
大
判

　
料
紙
を
二
つ
折
と
し
、
更
に
、
こ
の
折
目
を
下
端
と
し
て
二
つ
折
に
し
て
仕
立
て
あ

　
る
．
從
っ
て
丁
数
の
表
に
謬
る
部
分
は
上
端
と
左
端
が
切
れ
て
い
る
。

　
　
第
一
丁
重
か
ら
「
和
歌
九
品
」
が
、
第
十
四
丁
表
か
ら
「
和
歌
灌
頂
傳
」
が
始
ま
つ

　
て
い
る
。

○
昌
運
文
庫
藏
「
和
歌
名
目
灌
頂
」
は
、
縦
二
十
七
・
二
糎
、
横
十
六
・
五
糎
の
楮
紙
袋

　
綴
本
。
江
戸
時
代
寡
。
濃
褐
色
の
表
紙
で
、
題
簸
は
な
く
、
左
肩
に
〃
和
歌
名
目
灌

　
頂
〃
と
、
そ
の
下
に
朱
で
〃
全
〃
と
打
付
書
に
な
っ
て
い
る
。
全
丁
墨
付
で
十
四
丁
で

　
あ
る
。

　
　
第
「
丁
表
に
内
題
と
し
て
和
歌
名
目
灌
頂
と
あ
り
、
す
ぐ
本
文
が
始
っ
て
い
る
。

和
歌
灌
頂
傳
（
和
歌
名
目
灌
頂
）

名
目
ナ
シ
ト
云
々

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ナ
シ
）

五
宮
五
感
ト
云
々

凡
　
例
　
　
解
　
題

〇
三
手
文
庫
藏
「
和
歌
灌
頂
傳
」
を
、
出
來
る
限
り
原
本
に
忠
実
に
翻
刻
し
た
。
こ
れ
に

　
同
内
容
を
も
つ
神
宮
文
庫
藏
「
和
歌
名
目
灌
頂
」
を
封
校
し
、
そ
の
主
要
な
相
違
を

　
（
　
）
中
に
記
し
た
。

○
原
本
の
行
替
り
は
適
宜
改
愛
し
、
讃
黙
を
付
し
た
。

○
丁
替
り
毎
に
」
印
を
付
し
、
そ
の
表
に
當
る
部
分
に
は
、
緬
の
如
く
記
し
た
。

○
丁
数
は
「
和
歌
灌
頂
傳
」
の
始
ま
る
慮
を
以
っ
て
第
一
丁
と
教
え
た
。

○
翻
刻
し
た
一
鍵
頁
上
段
2
行
め
は
、
遍
序
題
曲
留
が
中
心
事
項
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

夫
歌
之
起
ハ
八
必
曲
（
曲
）
あ
り
、
物
と
心
と
和
し
、
事
と
情
と
叶
へ
り
、
凡
春

の
鶯
の
林
に
回
り
、
夜
の
鶴
の
澤
に
鳴
聲
よ
り
始
て
、
峯
の
ま
し
ら
、
草
村
の

虫
、
瀧
の
響
、
松
の
あ
ら
し
に
い
た
る
ま
て
、
歌
に
あ
ら
す
と
い
ふ
こ
と
な
し
、

是
の
み
な
ら
す
、
桃
李
浅
深
し
四
竹
の
煙
、
松
霧
の
顯
（
影
）
、
を
の
つ
か
ら
認

　
の
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

の
縁
の
（
二
字
ナ
シ
）
縁
た
り
、
然
は
心
に
き
さ
す
」
か
情
、
歌
の
詞
に
あ
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
思
ひ
を
文
字
に
暫
く
（
シ
テ
）
難
知
、
さ
れ
は
八
雲
の
詠
、
難
波
の
こ
と
の

葉
よ
り
こ
の
か
た
、
み
そ
も
し
あ
ま
り
一
文
字
に
激
て
思
ひ
を
二
五
三
七
の
句
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
へ
、
貴
き
驚
き
此
道
に
入
れ
り
、
奈
良
御
門
は
萬
葉
集
を
撰
し
（
ミ
）
、
延



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
コ
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

喜
（
村
上
）
御
門
は
後
撰
集
を
も
（
ナ
シ
）
撰
し
（
へ
り
）
、
花
山
法
皇
は
拾
遺
集
を
撰

ひ
給
へ
り
（
十
四
字
ナ
シ
）
、
其
よ
り
後
、
こ
と
の
葉
家
々
に
し
け
く
、
撰
集
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

々
に
た
え
す
、
其
中
に
歌
口
義
也
（
三
字
ナ
シ
）
仙
の
好
に
（
ナ
シ
）
よ
む
所
」

ひ
と
す
ち
に
あ
ら
す
、
歌
の
風
情
す
く
な
き
も
あ
ら
（
り
）
さ
れ
は
、
秀
逸
句
、

人
に
一
句
二
句
に
は
不
過
と
い
へ
り
、
是
等
の
し
な
古
今
の
序
に
み
え
た
り
、

凡
拾
な
を
（
先
達
）
た
ら
さ
る
庭
お
ほ
し
、
況
末
代
の
こ
と
の
は
、
さ
こ
そ
と
思

ひ
や
ら
れ
て
、
少
々
歌
の
名
目
を
注
し
を
け
る
に
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　

．
霞
継
の
作
法
は
頴
兜
（
御
託
栞
・
突
丸
芸
・
豪
よ
り
傳
は
れ
り
と

不
知
云
々
暖
伝
云
（
＋
三
三
ビ
注
ナ
シ
）
・
葡
三
道
に
心
さ
し
ふ
か
≧
む
人
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
ロ
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
　
ロ
　
　
　
　
　
コ

信
を
と
＼
む
道
の
作
法
な
れ
は
く
る
し
か
ら
し
と
思
事
傳
へ
た
り
（
ラ
セ
ン
タ
メ

ト
云
・
）
・
但
歌
の
名
目
を
家
・
に
傳
へ
・
人
の
灯
る
L
肥
三
三
あ
り
、
さ

れ
は
是
等
の
事
を
三
つ
た
ふ
る
時
の
灌
頂
作
法
な
り
、
傳
へ
と
は
作
法
の
巻
所
の

　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

墨
歌
の
名
目
を
の
へ
て
（
三
字
ナ
シ
）
回
る
を
い
ふ
也
、
此
灌
頂
は
三
門
宗
等
に

ロ
　
　
リ
　
　
ロ
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　

い
ふ
か
こ
と
し
（
世
間
三
二
旧
名
有
）
、
世
間
（
出
世
ノ
灌
頂
ハ
）
國
王
太
子
を

ま
う
け
給
へ
る
時
は
（
二
）
、
四
海
の
水
を
取
て
太
子
の
頂
に
そ
㌧
き
、
國
を

縫
き
給
ふ
へ
き
位
を
さ
た
む
、
是
を
立
太
子
の
灌
頂
と
名
づ
く
、
是
等
の
義
に

入
て
歌
仙
を
定
む
る
時
、
此
作
法
あ
り
、
歌
仙
と
は
此
面
に
満
せ
る
を
云
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
ロ
　
　
コ
　
　
　
　
　
コ
　
　
コ
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
ロ

敏
し
ら
す
し
け
し
と
い
へ
と
も
、
先
（
三
三
カ
ス
シ
ラ
ス
ト
云
ヘ
キ
共
先
）
和

歌
の
五
三
を
安
置
せ
よ
、
三
人
丸
、
赤
人
、
猿
丸
太
夫
、
小
町
、
業
平
、
是
等
」

を
（
五
佛
ト
）
い
へ
る
事
は
、
み
な
純
化
の
人
の
歌
道
を
き
は
め
し
る
故
也
、
又

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

和
歌
の
謹
誠
を
奉
れ
懸
、
即
住
吉
第
三
也
、
（
弟
子
云
々
）
聖
徳
太
子
也
、
自
鯨
之

凶
刃
は
心
に
可
随
也
、

　
先
和
歌
（
二
）
三
事
と
云
は
（
事
ア
リ
）
　
（
詞
ノ
面
、
句
本
意
、
心
所
詮
ナ
リ
）

　
一
、
詞
面
と
云
、
歌
之
詞
に
心
得
に
く
き
事
也
、
又
物
の
名
に
を
ひ
て
可
知
事

多
之
、
凡
大
和
こ
と
は
の
文
字
に
こ
た
へ
さ
る
事
こ
れ
あ
り
、
詞
に
く
ら
き
物
か

　
　
　
二
二
假
託
書
の
検
討

（
ハ
）
心
を
知
事
か
た
し
、
能
々
歌
詞
つ
か
ひ
を
し
る
へ
き
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
マ
ン
で

　
一
、
句
の
本
意
と
い
ふ
は
歌
の
三
三
、
心
さ
す
所
の
題
を
よ
み
て
あ
ら
は
す

　
コ
コ
　

也
」
走

　
ニ
ニ
心
の
所
詮
、
是
に
二
義
あ
り
、
一
に
は
歌
の
回
縁
也
、
花
鳥
風
月
に
寄

て
、
其
た
く
ひ
を
よ
む
や
う
あ
る
と
も
、
是
を
（
二
）
よ
て
下
に
心
を
つ
か
ふ
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
に
は
佛
法
に
を
の
つ
か
ら
回
心
也
（
ア
リ
）
、
人
の
歌
を
以
狂
歌
（
言
）
綺
語

の
い
た
つ
ら
こ
と
＼
思
へ
る
、
是
三
三
の
（
二
字
ナ
シ
）
所
詮
を
不
知
故
旧
、
実

際
理
地
ニ
ハ
思
慮
を
忘
れ
、
歌
（
言
）
句
を
塗
る
と
い
へ
と
も
、
出
假
利
生
の
方

便
は
、
世
俗
の
假
名
を
ま
う
け
て
、
愚
な
る
物
を
引
導
た
め
也
、
さ
れ
ハ
三
尊
は

西
天
に
い
て
給
ひ
て
、
諸
國
随
て
、
其
詞
を
も
て
佛
法
の
實
義
を
あ
ら
は
し
」
給

へ
り
、
漢
土
に
て
（
ハ
）
三
聖
を
遺
す
、
即
孔
子
、
老
子
、
顔
弓
の
三
人
也
、
文

の
詞
を
も
て
人
の
心
を
和
げ
、
佛
法
流
通
の
方
便
と
す
、
翌
朝
又
如
此
三
十
一
字

を
も
て
人
の
心
を
和
げ
、
情
を
知
り
、
因
果
を
信
ず
る
媒
と
せ
り
、
誠
に
三
聖
の

本
意
を
も
し
ら
す
和
歌
の
實
義
を
も
不
回
し
て
、
い
た
つ
ら
に
其
詞
を
の
み
あ
さ

け
ら
ん
物
は
、
狂
歌
（
言
）
と
も
い
ひ
つ
へ
し
、
綺
語
と
も
三
三
、
．
た
と
ひ
こ
と

は
（
ハ
）
風
月
に
た
つ
さ
は
り
、
題
は
花
鳥
に
よ
す
と
も
、
所
詮
も
し
思
へ
る
所

あ
ら
は
し
梱
何
ぞ
佛
法
に
そ
む
か
ん
や
、
叢
塵
難
言
語
（
皆
是
）
第
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　

と
宣
た
り
、
色
を
見
、
聲
を
聞
、
み
な
心
を
き
、
（
ア
キ
ラ
）
む
る
は
し
め
な
れ

は
、
春
花
秋
月
を
題
と
せ
ん
、
何
曾
二
道
に
を
ひ
て
さ
は
り
た
ら
ん
、
五
言
七
言

（
二
字
ナ
シ
）
の
偶
を
頒
す
、
既
に
深
義
を
宣
ふ
、
二
五
三
七
の
句
あ
に
實
語
に

つ
う
せ
さ
ら
ん
や
、
さ
れ
は
上
古
の
賢
人
皆
三
十
一
字
の
中
に
法
門
を
（
ノ
）
深

義
を
の
へ
た
ま
へ
り
、
此
故
に
、
歌
を
よ
む
に
は
む
ね
と
法
を
行
ず
へ
き
也
、
但

詞
の
面
の
句
の
す
ち
よ
く
成
ぬ
る
歌
は
、
を
の
つ
か
ら
」
法
門
に
か
な
へ
り
と
い

へ
り
、

　
先
五
句
の
名
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
＝



　
　
家
二
二
託
書
の
検
討

此
五
句
を
わ
く
る
に
、

毅句）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
五
を
陽
と
し
、
七
々
を
陰
に
あ
っ
、
さ
れ
は
陰
陽

の
二
を
は
な
れ
た
る
物
は
な
し
、
天
を
五
七
（
五
）
と
す
、
此
身
に
下
に
む
か
ふ

心
あ
り
、
七
々
を
地
と
す
る
故
に
上
に
む
か
ふ
心
あ
り
、
諄
し
て
一
切
の
物
に
此

心
あ
り
と
知
へ
し
、

　
次
に
五
句
に
一
々
の
其
名
あ
り
、

凡
歌
五
徳
（
ハ
〉
人
躰
を
よ
ひ
、
萬
の
体
し
瓶
あ
る
物
を
あ
ら
は
せ
り
、
故
（

如
レ
此
）
頭
胸
等
に
あ
っ
る
な
り
、
諸
の
名
目
を
も
て
歌
に
も
少
々
用
之
（
其
）

故
は
、
漢
家
の
詩
賦
を
吾
朝
の
歌
に
和
く
る
故
（
也
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
又
云
、
冠
と
者
、
其
頂
に
け
た
か
か
る
へ
し
、
し
か
も
（
然
ト
モ
）
下
（
二
）

向
ひ
て
縷
を
垂
よ

　
衣
は
胸
を
つ
く
ろ
へ
、
然
も
袖
の
か
、
り
た
は
や
か
な
れ

　
帯
は
つ
め
よ
、
腰
を
き
ら
さ
＼
れ

　
裳
は
ゆ
ら
め
け
、
即
を
さ
む
る
所
あ
れ

　
沓
は
は
な
を
う
へ
に
む
け
よ
、
足
を
納
て
ぬ
け
さ
れ

　
次
和
歌
の
体
（
二
）
用
体
あ
り
、
体
は
即
題
也
、
用
は
即
縁
也
、
詞
也
、
此
体

を
も
ち
み
は
、
何
れ
を
さ
き
に
を
か
む
と
も
、
人
の
心
な
る
へ
し
」
さ
れ
は
、
躰

を
さ
き
に
せ
る
歌
も
有
、
用
を
さ
き
に
す
る
歌
も
あ
り
、
是
に
つ
き
て
歌
を
よ
む

へ
き
に
名
を
つ
く
り
か
へ
た
り

一門騨「
シ五標
ノレ

シ

ーーナ七流カ

ビ
ア

一
三
二

標
と
は
、
題
を
あ
ら
は
し
あ
く
る
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

流
は
ま
る
ほ
な
く
い
ひ
な
か
せ
（
タ
マ
ル
所
行
）

友
は
思
は
せ
て
後
、
句
に
移
ら
ん
れ
う
に
ふ
っ
と
い
ひ
き
ら
て
さ
～
へ
よ

　
　
　
　

曲
は
題
を
（
二
）
曲
を
つ
け
よ

謹
は
こ
と
は
り
を
つ
け
よ
、
上
下
句
に
か
な
ふ
や
う
に
よ
む
へ
し
、
た
と
へ
は

（額

ｽ
つ
と
（
瞬
ふ
斗
に
や
（
倣
よ
し
の
、
（
曲
も
覧
て
（
輔
饗
一
」
駄

（蘭
ｿる（

q
の
下
風
ハ
（
醐
警
て
（
細
し
り
れ
ぬ
（
銅
そ
降
け
る

序
は
題
を
い
は
ん
と
て
序
な
り

題
は
友
（
也
）

曲
は
あ
き
ら
か
に
と
い
ふ
也

謹
は
如
前
、
た
と
へ
は

（写
ｷ
か
り
は
（
愚
な
つ
ま
む
と
（
は
め
し
の
に
（
紬
の
ふ
も
け
ふ
も



　
（

　
　
雪
は
ふ
り
つ
＼

（洞

竄
ﾌ
池
に
（
洞
ふ
る
暮
の
（
糊
か
き
ね
は
（
飼
く
白
糸
の

（洞

ｿ
こ
そ
す
れ

是
は
二
句
に
題
を
あ
ら
は
す
や
う
な
り

鷺
、
瓢
響
劉
　
群
ル
ヘ
シ

　
清
は
こ
と
葉
を
お
し
め

序
は
題
也

　
曲
諦
は
如
前
、
た
と
へ
は
」

（醐

ﾐ
い
つ
る
（
ギ
の
山
の
（
深
し
（
曲
は
ね
（
ハ
）
就
あ
れ

　　

@（

ﾋ
…
の
を

（
輌
こ
と
に
（
翻
ふ
と
は
す
れ
と
（
踊
夕
の
（
姻
る
よ
の
か
す
そ

　　

@（
獅
ｭ
な
か
り
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
　
　
　
リ
　
　
コ
　
　
　

　
是
は
三
句
題
を
あ
ら
は
す
時
の
や
う
也
、
登
蓮
之
申
傳
に
（
六
字
ナ
シ
、
又
）

云
、
遍
序
題
曲
流
と
訓
へ
た
り
、
遍
と
は
あ
ま
ね
く
五
旬
に
通
す
る
や
う
な
る
へ

し
、
流
は
を
は
り
の
句
を
い
ひ
な
か
せ
、
題
曲
は
如
前
、

家
隆
假
託
書
の
検
討

　芝同
1

）　て
獅繁

…

　　　　豊「一
　　　、舜蕪礫五惜

松流し［一
の　　七題名

を　碍諦
1～＿

あ友
や
’P

（題か
＼
れ
る
藤
の

　
夏
山
の
み
ね
の
梢
の
た
か
け
れ
ば
空
に
そ
せ
み
の

是
は
四
の
旬
に
（
ノ
）
題
を
あ
く
る
也
」
牝

　
　
　
　
　

又
云
（
二
字
ナ
シ
）

　
昔
　
　
　
　
流

［劃
［
（
ヲ
三

［［樋

F
七

［（
ナ
カ
シ
テ
）

（
タ
イ
ヲ
）

　
　
（
四
字
ナ
シ
）

（
野
ち
か
は
し
（

　　

@（
ｯ

【 ［
五 曲

（
ア
キ
ラ
カ
ニ
）

［蕊 （同聲
は
聞
ゆ
る

（
ス
ク
ル
ヘ
シ
）

　
　
　
　
　
　
　

皆
是
如
前

是
は
五
の
句
に
題
を
あ
ら
は
す
也
、
凡
大
概
を
申
也
、
大
方
は
か
や
う
に
心
得

て
可
讃
也

一
三
三



直
写
假
託
書
の
検
討

（
又
云
、
殊
二
用
之
〉

［ 遍
［
五ア

マ
ネ
ク

一■「r■一嗣「

1？七留
メ、こ，

三

門［博
コ
・
ロ
サ
シ
ヲ

門【礪
タ
イ
ニ
ア
ラ
ハ
シ
デ

［晶ア
キ
ラ
カ
ニ

（編
ｩ
は
や
な
（
醇
の
か
み
や
ま
の
（
鞭
公
（
誹
り
し
む
か
し
の

（
鋼
な
し
塁
（
ナ
）

（
是
ニ
テ
最
初
ニ
ハ
ツ
タ
フ
ル
ナ
リ
）

旧
式
」

　
コ
、
ロ
サ
シ
ヲ
（
ア
ミ
タ
レ
テ
）
ア
ミ
タ
レ
テ
（
コ
・
ロ
サ
シ
ヲ
）

　
篇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
序

　　

ﾓ
，
二
咳
フ
カ
ニ
漏
ヒ
ナ
。
護
や
蕃
（
四
字
ナ
シ
）

又
（
云
）

　
ア
マ
ネ
ク
　
カ
ホ
リ
　
ク
ン
シ
テ
　
ア
キ
ラ
カ
ニ
　
ア
ツ
メ
ヨ
（
ト
モ
云
リ
）

　
　
　
　
　
　
香
　
　
薫
　
　
　
明
　
　
　
　
集

　
遍

　
　
（
諦
歌
如
シ
前
、
但
他
家
ノ
義
ナ
リ
）

　
　
　
謹
歌
□
の
こ
と
し
ざ
の
み
□
し
か
た
し
　
但
他
家
の
通
な
る
下
略
之

又
五
句
の
名
あ
り

　
オ
シ
メ
　
ハ
シ
レ
　
ナ
カ
・
レ
　
ト
ヲ
サ
カ
ラ
サ
レ
　
マ
チ
カ
カ
レ

　
五
　
　
七
　
　
　
五
　
　
　
七
　
　
　
　
　
　
七

是
は
惣
し
て
の
句
の
腱
を
い
へ
る
也

惜
と
は
こ
と
葉
の
事
三

一
三
四

　
　
　
　
　
　
　
の

　
は
し
れ
と
は
ゆ
ら
（
ウ
）
く
と
い
ひ
な
か
せ

　
な
か
＼
れ
と
は
後
句
に
つ
＼
か
せ
ん
と
も
つ
也

と
を
さ
か
ら
さ
れ
と
は
」
訊
つ
誌
三
・
の
句
の
心
・
を
む
す
へ
と
な
り

　
ま
ち
か
》
れ
と
は
上
の
句
に
し
た
し
く
き
ら
さ
す
つ
＼
け
よ
と
な
り

　
又
、
如
願
法
師
か
傳
に
云
、
序
髄
腰
偏
流
と
い
ふ
歌
の
を
し
へ
あ
り

　
序
と
は
、
花
を
よ
ま
む
と
て
は
吉
野
山
、
紅
葉
を
よ
ま
ん
と
て
は
龍
田
山
な
む

と
あ
く
る
也

　
髄
と
は
、
題
に
さ
す
所
の
或
は
月
、
或
は
花
其
髄
を
あ
ら
は
す
也
、
但
あ
ら
は

さ
ね
と
も
、
題
の
心
ち
斗
の
歌
あ
り
、
公
忠
卿
の
南
殿
の
御
前
の
落
花
を
み
て
よ

め
り

　
　
と
の
も
り
の
と
も
の
宮
つ
こ
心
あ
ら
は
此
春
斗
朝
き
よ
め
す
な

　
　
　
の

　
此
歌
に
（
ハ
）
落
花
を
心
さ
し
た
れ
と
も
花
の
詞
な
し
、
か
や
う
の
歌
希
の
事

也　
腰
と
は
五
七
の
下
の
五
と
七
々
の
上
の
七
の
間
を
腰
と
い
ふ
な
り
、
き
ら
さ
す

よ
む
へ
し

　
偏
と
は
（
ヒ
）
と
へ
に
題
の
曲
を
あ
ら
は
し
て
そ
は
入
せ
さ
れ

　
流
は
句
こ
と
に
ゆ
ら
め
か
し
い
ひ
な
か
す
へ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
又
、
登
蓮
之
（
或
）
傳
に
云
、
遍
廣
通
明
誼
と
訓
た
り

　
遍
と
者
あ
ま
ね
く
五
句
に
わ
た
れ
る
句
を
＼
け

　
廣
と
は
ひ
ろ
く
い
ひ
な
か
せ

　
通
と
は
上
下
の
句
に
き
れ
す
通
せ
よ
と
な
り

　
明
と
は
あ
き
ら
か
に
題
の
こ
、
ろ
を
あ
ら
は
せ
よ

誰
と
は
題
に
か
な
ひ
轟
を
い
れ
よ
と
云
也
L
軌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
ノ

　
次
に
歌
（
二
）
は
、
か
な
ら
す
五
事
と
て
あ
り
、
題
は
専
な
れ
、
如
レ
根
、
韻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ハ
巧
な
レ
、
如
董
、
風
情
は
高
く
如
枝
、
詞
句
優
に
如
二
花
葉
一
、
所
詮
者
深
く
如

菓　
又
云
、
三
曲
あ
り
、
疎
句
、
親
旬
、
正
旬
也
．



　
疎
句
と
者
、
題
に
は
を
う
か
な
る
も
の
を
、
言
の
縁
に
ひ
か
れ
て
ひ
き
出
に
（

シ
）
て
、
題
を
あ
ら
は
す
な
り
、
た
と
へ
は
近
代
の
歌
に

　
櫻
さ
く
（
ち
る
）
遠
山
鳥
の
し
た
り
尾
の
な
か
」
く
し
日
も
あ
か
ぬ
色
哉

　
此
歌
の
心
は
、
旨
い
つ
ま
て
も
あ
か
す
と
い
は
む
と
て
山
鳥
の
尾
を
ひ
き
入

（
ナ
シ
）
た
る
也
、
櫻
に
は
山
鳥
う
と
し
と
い
ふ
と
も
、
た
く
み
に
三
三
遠
山
と
つ

＼
け
し
た
り
、
尾
の
な
か
く
し
日
も
あ
か
ぬ
と
よ
め
る
三
三
、
弓
懸
の
心
を
よ

め
る
歌
に

　
　
き
え
ね
た
＼
忍
ふ
の
山
の
峯
の
雲
か
、
る
心
の
跡
の
な
き
ま
て

　
此
歌
も
、
嶺
の
雲
は
懸
に
う
と
し
と
い
へ
と
も
、
忍
の
山
の
峯
の
雲
か
、
る
と

つ
＼
け
む
爲
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
親
旬
は
か
な
ら
ず
し
も
そ
の
縁
の
物
を
も
も
と
め
ね
と
も
、
よ
り
來
る
所
本
（

二
）
し
た
し
く
か
な
ふ
様
に
そ
へ
よ
め
る
也
、
た
と
へ
は

　
と
め
こ
か
し
梅
さ
か
り
な
る
三
宿
を
う
と
き
も
人
の
お
り
に
こ
そ
よ
れ
（
す
れ
）

　
此
膿
に
さ
し
事
の
や
う
に
、
し
か
も
う
と
き
人
も
お
り
に
こ
そ
よ
れ
、
我
や
と

に
も
と
め
こ
よ
か
し
と
よ
め
る
膿
な
り

　
正
句
と
は
す
く
く
と
さ
は
る
所
」
耐
な
く
こ
と
葉
に
別
の
曲
な
く
題
を
あ
ら

は
す

　
　
き
り
く
す
よ
さ
む
に
秋
の
な
る
ま
＼
に
よ
は
る
か
こ
ゑ
の
遠
さ
か
り
ゆ
く

　
是
膿
な
る
へ
し

　
又
歌
に
、
秀
句
の
歌
、
壁
肖
喩
の
歌
、
封
揚
の
歌
、
そ
へ
歌
と
て
あ
り
、

　
叉
云
、
秀
句
の
歌
の
騰

　
　
秋
の
＼
に
忌
み
る
ほ
と
の
心
を
は
行
と
や
い
は
む
と
ま
る
と
や
い
は
ん

　
　
み
ち
よ
へ
て
な
り
け
る
も
の
を
な
と
て
か
は
も
＼
と
し
も
又
な
つ
け
そ
め
け

　
　
ん

　
又
讐
喩
の
歌
と
は

　
　
う
す
＼
み
に
書
玉
章
と
み
ゆ
る
哉
か
す
め
る
空
に
か
へ
る
か
り
金

家
聖
主
託
書
の
検
討

　
又
是
騰
に
も
有
、
封
揚
の
歌
は
、
懸
（
二
）
ハ
爾
句
封
揚
と
も
、
是
二
品
あ
り

　
一
に
は
、
上
司
に
花
月
な
と
を
き
て
、
下
句
に
、
に
ほ
ひ
、
光
と
を
く
な
り
、

た
と
へ
は
」

　
　
春
は
も
え
秋
は
こ
か
る
㌧
か
ま
と
山
回
も
霞
（
霜
ト
霞
逆
）
も
煙
と
そ
た
つ

　
一
一
、
上
に
も
下
に
も
物
の
臆
を
あ
け
て
、
一
を
は
す
て
一
を
は
賞
す
る
様
な

り
、
た
と
へ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　

　
　
秋
ハ
猶
木
の
は
か
く
れ
も
く
ら
か
り
き
月
は
冬
こ
そ
□
□
（
み
る
）
へ
か

　
［
（
り
）
け
れ
（
る
）

　
又
、
二
を
対
し
な
ら
ふ
る
尺
あ
り
、
歌
に
云

　
　
は
る
雨
の
あ
や
を
り
か
け
て
（
し
）
水
の
面
に
秋
紅
葉
の
錦
を
そ
し
く

　
是
は
、
春
（
二
）
秋
を
封
し
、
あ
や
を
り
か
け
し
に
し
き
を
そ
（
ナ
シ
）
し
く

と
封
ず
る
也

　
連
歌
は
此
封
揚
の
歌
よ
り
出
た
り

そ
へ
歌
に
（
ハ
）
疎
句
親
旧
の
こ
と
し
、
た
と
へ
は

　
　
ぬ
し
や
た
れ
と
へ
と
こ
た
へ
す
藤
袴
き
る
人
な
し
に
ほ
こ
ろ
ひ
に
け
り

　
是
騰
に
そ
へ
よ
む
へ
し

又
、
以
詩
の
四
の
品
を
回
忌
す
る
・
と
あ
り
L
計

　
一
、
高
砂
．
た
か
く
い
さ
ぎ
よ
き
騰
也

　
　
か
さ
＼
き
の
わ
た
す
や
い
っ
こ
夕
霜
の
雲
み
に
し
ろ
き
峯
の
か
け
は
し

　
た
と
へ
は
三
三
な
る
へ
し
、
か
た
は
ら
い
た
き
事
な
れ
と
も
、
身
に
と
り
て
透

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

逸
の
歌
と
定
家
撰
へ
る
か
ゆ
へ
に
出
し
侍
る
な
り
（
ヘ
シ
）

　
二
、
膏
逸
　
あ
ひ
ら
し
く
い
た
ひ
け
し
た
る
騰
也

　
　
明
は
又
秋
の
な
か
は
も
過
ぬ
へ
し
か
た
ふ
く
月
の
お
し
き
の
み
か
は

　
此
歌
定
家
一
期
の
秀
歌
と
申
傳
へ
り
け
る
也

　
　
ゾ
　
ン
ケ
ツ

　
三
、
峻
潔
　
て
か
け
く
る
し
く
、
う
ち
を
く
に
心
え
に
く
う
ふ
か
く
い
さ
き
よ

き
な
り
、
慈
圓
は
此
膿
を
こ
の
み
よ
め
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
さ
や
か
な
る
月
よ
り
お
つ
る
袖
の
雨
の
雲
は
秋
の
よ
□
（
の
き
）
は
山
の
は
」

一
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家
隆
芒
硝
書
の
検
討

是
腿
の
風
情
な
り

　
　
　
チ
ウ
タ
ン

　
四
、
沖
淡
　
す
こ
く
あ
は
れ
な
る
艦
也
、
少
將
内
侍
歌
に

　
　
を
さ
ふ
へ
き
袖
は
昔
に
朽
は
て
ぬ
我
く
ろ
か
み
よ
涙
も
ら
す
な

　
是
燈
の
姿
な
り

　
　
　
サ
ウ
レ
イ

　
五
、
藻
麗
　
さ
は
や
か
に
別
の
曲
な
く
す
く
く
と
よ
め
る
臆
な
り

　
　
き
の
ふ
ま
て
よ
そ
に
思
ひ
し
あ
や
め
草
け
ふ
わ
か
や
と
の
つ
ま
と
な
る
哉

　
是
驚
に
思
ひ
事
を
す
く
く
と
よ
む
品
也

　
（
又
四
ノ
品
ナ
有
り
）

　
一
に
は
芙
蓉
出
水
　
高
砂
輿
肯
逸
と
を
二
具
せ
り

　
二
、
寒
松
病
枝
　
沖
淡
と
峻
潔
と
の
二
を
備
へ
た
り

　
三
、
韓
石
千
偲
　
藻
麗
の
騰
也

四
、
雛
同
難
L
計
二

　
　
　
　

　
是
は
秀
（
前
）
の
五
ケ
の
外
也
、
か
し
こ
き
い
や
し
き
う
ち
き
く
に
、
あ
さ

く
と
心
得
や
す
く
、
何
と
な
く
を
か
し
き
さ
ま
な
り
、
膏
逸
の
体
を
お
か
し
き

さ
ま
に
と
り
な
せ
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
サ
マ
ナ
マ

和
歌
之
灌
頂
錐
爲
□
最
深
秘
中
々
々
也
、
粗
含

論
命
之
趣
、
且
者
加
先
達
聖
記
早
、
仰
他

人
推
不
可
知
之
、
穴
賢
々
々
秘
々
而
己
（
也
）

　
　

　
奥
（
本
）
云

　
　
仁
治
二
年
三
春
首
　
藤
原
朝
臣
　
在
判

中
納
言
　
　
侍
從
　
　
　
　
明
嚢
房

　
爲
家
卿
一
爲
顯
卿
一
阿
畳
一
實
道
（
コ
ノ
行
以
下
ナ
シ
）

　
本
云

　
　
康
丞
ハ
年
経
五
月
二
呈
・
峯
、
大
事
秘
・
也

一
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